




RENEW とは

「RENEW（リニュー）」は、福井県鯖江市・越前市・越前町で開催される、

持続可能な地域づくりを目指した工房見学イベントです。

会期中は、越前漆器・越前和紙・越前打刃物・越前箪笥・越前焼・眼鏡・繊維の

７産地の工房・企業を一斉開放し、見学やワークショップを通じて、

一般の人々が作り手の想いや背景を知り、

技術を体験しながら商品の購入を楽しめる、

国内最大規模となる一大イベントです。

“見て・知って・体験する”
作り手たちとつながる体感型マーケット
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鯖江市・越前市・越前町がある丹南エリアは越前５産地として知られ、越前漆器・越前和紙・越前打刃物・越前箪笥・越前焼といった伝統的

工芸品や、眼鏡・繊維といった7つもの地場産業が半径10km圏内にギュッと集積しています。技術を継承しながら、時代に合わせたもの

づくりを続けており、最近では担い手として移り住む若者も増え、産地に新しい風が吹いています。

越前漆器 眼鏡 越前和紙

越前打刃物 越前箪笥 繊維 越前焼

RENEWのエリアに集積する7つのものづくり
- 全国屈指のものづくりの集積地 -



産地の魅力を伝え、産地内の機運を醸成する様々なプログラム。

長年にわたり多彩なものを生み出してきた福井県、越前鯖
江エリア。工房内で実際の作業の見学を通じて、ものづく
りに携わってきた職人と直にコミュニケーションを取れる
のが RENEW の魅力。職人の熱い想いに触れてみてください。

各社が趣向をこらして展開するワークショップは RENEW の
醍醐味のひとつ。職人の説明を聞きながら、技術を体験でき
る貴重な機会です。めがねづくりワークショップや紙漉き体
験など、手を動かすものづくりをじっくりとご堪能ください。

おいしい食文化も、福井の自慢。それぞれの地域に根ざす
飲食店も、RENEW を構成する大きな要素です。地元民に
愛される味から特産品を活かした知られざる新商品まで、
福井の食を思う存分に味わってみてください。

RENEW 当日はトークイベントも開催します。RENEW の
話や地域の話はもちろん、全国から集まったゲストによる
トークも展開。ものづくりや産地にまつわる、ここでしか
聞けない生の話をぜひお楽しみください。

全国のローカル経済圏で行われている社会的意義の高い活動
を紹介する、ショップ型の博覧会です。当事者から直に想い
やストーリーを聞きながら、これからの地域のあり方、暮ら
しのあり方を捉え直すきっかけを探しに来てください。

「産地の合説」では、産地のツアー、職人によるトークセッ
ション、就業体験などを行います。ものづくりに携わる企
業・工房と、ものづくりを志す若者とが出会い、互いを知り、 
未来への関係性を育む、特別なプログラムです。　

工 房・工 場 見 学 ワ ー ク シ ョ ッ プ ロ ー カ ル フ ー ド

ト ー ク イ ベ ン ト ま ち ／ ひ と ／ し ご と 就 活 イ ベ ン ト



きっかけは、未来への危機感

「産業観光を通して、持続可能な産地をつくる。」
地 域 外 に 魅 力 発 信 ＋ 地 域 内 に は も の づ く り の 誇 り を 取 り 戻 す 。
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工 房 見 学 を 通 じ て 、 地 域 内 外 に 気 づ き を 生 み 出 す 。

有 志 で 実 行 委 員 会 を 構 成 。 補 助 金 に 頼 り き ら ず 自 主 運 営 。

手 段

体 制



「来たれ若人、ものづくりのまちへ」
コンセプト

ものづくりをしたい若者が、一番憧れる産地になりたい。

職人宿主飲食 小売デザイナー

ものづくりを志す若者が
目指すまち 達 成 す る た め に は

・ 地 域 の 魅 力 を 伝 え る こ と

・ 各 社 が 売 上 を 増 や す こ と
越前
鯖江



▶地域の内と外、両輪で好循環を生み出す。

地域外への
気づきづくり

地域内への
気づきづくり

来場に対し、産地のものづくりをじっくり
体感してもらうことで、ファンを増やす。

参加事業所が自分ごととして
行動することで、意識が変わる。
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産地の意識変化
RENEW の効果

時代に合わせて変化し続けてきた越前鯖江のものづくり。

RENEWがきっかけで新たな商品や技術、雇用が生まれるなど、

地域企業の挑戦につながっています。

ものづくり

時代に合わせ変化し、
挑戦し続ける地域

移住者も年々増加し、100人以上に。若者や学生たちが実験の

場としてまちを活用し、次々と新しいプロジェクトが生ま

れています。さらに、職人じゃない、デザイナーじゃない、

何者でもない「じゃない人」がまちと柔軟に関わっていくこ

とで、地域に厚みが増え、広がりを見せています。

ひとづくり

45人以上の雇用の創出

7年間でファクトリーショップが新たに30店舗以上オープン。

職人が作ったものを、職人の言葉で売る。年に一度のイベントに

とどまらず、いつ訪れても楽しめるものづくり産地として

地域が進化し始めています。

まちづくり

33店舗の
ファクトリーショップの創設



2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

RENEW の歴史

河和田とびら（RENEW 準備室）設立。
RENEW の始まりは漆器の河和田地域から。

ワークショップブームの年。
RENEW ナイトイベント SIKKI BAR を開催。
職人がバーテンダーとなり自ら手がけた酒器で地酒を楽しんだ。

開催日：2016年10月15日（土）、16日（日）
来場者数：2,000人

はじめての RENEW で、うるしの里会館の駐車場がいっぱいに。
まちが若者で溢れた。

開催日：2015年10月31日（土）、11月1日（日）
来場者数：1, 200人

2015 2016



2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

RENEW の歴史

中川政七商店「大日本市」とコラボレーションし、
「RENEW× 大日本市鯖江博覧会」として開催。

2017 年からエリアを拡大し、鯖江市・越前市・越前町で開催。
現在と同じエリアでの開催となる。

中川政七商店とコラボレーションした前年度に負けない盛り上がりを
見せようと奮闘。
福井の人にも日本中のローカルで活動する人たちを紹介したいと

「まち／ひと／しごと -Localism Expo Fuku-」を始める。
RENEWに本格的な事務局体制ができる。

開催日：2018年10月19日（金）、20日（土）、21日（日）
来場者数：延 38,000人

開催日：2017年10月12日（土）、15日（日）
来場者数：延 42,000人

RENEW×大日本市鯖江博覧会

コンセプト「来たれ若人、ものづくりのまちへ」を掲げる

2017 2018



2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

RENEW の歴史

産地の合説が始まる。 打倒コロナ。オンライン開催と現地開催を同時に実施。
RENEW サポートグループあかまる隊が誕生。

開催日：2020年10月9日（金）、10日（土）11日（日）
来場者数：延 38,000人

開催日：2019年10月12日（土）、13日（日）、14日（月）
来場者数：延 28,000人

「くたばってたまるか。
共につくろう、変りつづけるものづくりのまちを」

2019 2020



2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

RENEW の歴史

コロナで3月に延期。
もともとの日程では、参加企業のみで小規模なRENEWをやる。

2022年10月７日（金）、8日(土)、9日（日）開催
中川政七商店「大日本市」とコラボレーション
RENEW PAY導入

開催日：2021年3月11日（金）、12日（土）、13日（日）
来場者数：延 26,000人

2021 2022



持続可能な地域をつくるために、RENEWは次のステージへ。

越前鯖江エリアを日本一の産業観光地域にし、

産業観光を通じて持続可能な地域をつくることを目的にさらに活動を広げていきます。

R E N E W 事 務 局 は 、「 一 般 社 団 法 人 S O E 」へ 。
福井の産業観 光イベント「RENEW」を開催してきたRENEW実行 委員会は、

通年型 産業観 光を通して持 続可 能な産地をつくるために、
2022年7月7日（木）に一 般 社団法 人SOE（ソエ）を設 立しました。

VISION

RENEW のこれから



1 .  産 地 、も の づ く り に 寄 り 添 う 。
主 役 で あ る も の づ く り 、職 人 、担 い 手 を 一 番 に 考 え 、
未 来 を 一 緒 に 描 き ま す 。

2 .  越 前 鯖 江 に 産 業 観 光 と い う 文 化 を 添 え る
こ れ ま で に な か っ た 産 業 観 光 と い う 産 地 の 柱 を つ く り 、
こ の ま ち に 新 た な 文 化 を つ く り ま す 。

3 .  s u s t a i n a b i l i t y  o f  E C H I Z E N
1 0 0 年 後 も 1 0 0 0 年 後 も こ の ま ち が 続 い て い く よ う に 。
持 続 可 能 な 地 域 、越 前 鯖 江 を 目 指 し ま す 。

SOEという名称に込めた3つの意味



SOEでは、新たにスクール事業を展開します。ものづくりの職人
を目指す方、地域で活躍するデザイナーを志す方、ものづくりに
携わる働き方を志望する方など、これまでRENEWが培ってきた
ノウハウを活かし、ローカルで活躍できるスクールを開校します。

これまで7年間続けてきたRENEWの運営を行います。福井を代
表するオープンファクトリーイベントとして、普段入れないもの
づくりの工房・企業を一斉に開放し、ものづくりに親しんでもら
う場を提供します。

上記、SOEの事業すべてに通ずるのが産地PRです。ものづくり
のまちである、越前鯖江の魅力を沢山の人に届けるために、
産地の伝え手として広報・発信を行います。

SOEの事業について

一般社団法人 SOE では、大きく 5 つの事業を実施します。将来的には 5 つの事業に加え、移住促進や二次交通も含めた事業を展開予定です。

通年で体験できる観光コンテンツの開発を行います。地域の事
業者と連携しながら、ものづくりの体験メニューやツアーを企
画・運営し、いつ来ても楽しめる産業観光のまちをつくります。
これまでイベントRENEWで積み重ねた知見を活かし、事業者
も地域も持続可能な観光コンテンツを目指します。

工芸をまるごと体験できる宿泊施設を越前鯖江にオープンします。
福井のものづくりに詳しい事業者が宿主となるため、クラフト
ツーリズムの魅力を観光客に伝える伝道師としての役割を担い
ます。

通 年 型 の 産 業 観 光 推 進1

3 4

2 宿 泊 施 設 の 運 営

各 種 ス ク ー ル の 運 営 イ ベ ン ト 事 業 5 産 業 観 光 メ デ ィ ア の 運 営



SOEの5つの事業を柱に、
越前鯖江を日本一のものづくりの聖地へ

成長させていきます


